
4，042 

4.138

7 

7 

ア
2
釣
り
に
サ
オ
の
敏
列


世帯i数� 1，934 

F町、
男女計�  

生

亡

入

山

出

先

転

転

3 

3 

13 15 28 

12 18 30 

w 漁に出漁した釣りファンのサオの放

夏
本
番
必
水
の
事
節
 

iDi7s; 


そらッ，きた。精気みなぎる強い引きに， きおは 弓

なりにしな った。歓喜。驚き。不安。この瞬間めたか

ぶりが釣りのだいご味だ。釣り師とアユグコヲ|っ張り 合 町民の うごき
い。黄金色した流線形と独特の白い紋章がく っきりと

浮ぶ若アユが自の前でピチピチ躍る。

アユ漁が解禁されてはや� 1か月 。勝浦川のし、たると

男� 

人� [1 8，180 女� 

昭和53年 6月 18現在

ころで、なぐり� 

亨IJが見られる。

アユは， 石についた水あかを食べ，川の 、エキス、、

で生きている。 このため香りがよく香魚とも呼ばれる。

アユは塩焼きが一番。なにもつけずに丸かじり， 頭 を

か、リカ、リやって，ウルカ (内臓)をかみくだく 。塩味と

香気それに苦味。 これがたまらないという 。

梅雨が明けるといよいよ本格的な暑さがやってきま '78 
楽しい水遊び、の季節。*-のす。子供たちにとっても，

事故には十分注意してください。

MUS04
スタンプ

MUS04
スタンプ

MUS04
テキストボックス
夏本番水の季節アユ釣りにサオの放列

MUS04
テキストボックス
町民のうごき



つザコ

だ
さ
い
。

iJ込昭和53年� 7月1日 ら 第97号 (2) 

燃
え
る
ご
み
の
出
し
方

。
白
川
目
、
祝
祭
日
と
十
二
月
三
十

一
日
か
ら

一
月
一一一
日
ま
で
は
収
集

し
ま
せ
ん
。

。
ご

み
は
収
集
日
の
前
日
午
後
五
時

か
ら
収
集
日
の
朝
八
時
ま
で
に
指

定
し
た
場
所
に
出
し
て
く
だ
さ
い

。

町
役
場
の
機
構
改
革
に
よ
り
、

六

月

一
日
付
け
を
も
っ
て
、
総
務
課
に

企
画
情
報
管
理
係
を
新
し
く
設
置
し
、

次
の
と
お
り
人
事
異
動
を
行
い
ま
し

た
。(

)
内
は
旧
任
で
す
。 

税
務
保
険
諜


主
幹
岡
本
政
市
(
教
育
委
員
会
)


玉
事
補

倉

坪

一
室
(
叫
時
開
)


主
事
補

松

下

義

和 

(産

業

課 

)
 

住
民
福
祉
制
部


主

事
秋
成
ふ
み
よ
(産

業

課

)


主

長

坂

井

芳

久 

(税
務
保
険
制
師 
)
 

O O

不成 に

て

目
し{元忙晴
側
恰
，。

…
附 

従
来
ど
お
り
白
い
袋
を
使
用
し、



持来1 の
)

df 
Q

mm

だ
さ
い

。

~_.，町、、

(火・木・土)(月・水・金) l被� 
燃

沼江・石原.z 
久国・槻野

山西 ・按卜谷� 
立川・中山

今山・黒岩i1.~ 
横瀬 ・与川内

え

念ー 中角・ 星谷
坂本� 

生名

0
同
和
対
策
課

警
官
補
佐
駒
津

輝
幸 
(建

設

課

係

長

秋

本

正
(建

設

課
寄与時

O
総

務

謀

課

長

中

井

消

二
郎
(産

業

製

)

制
官
官
補
佐
倉
橋
孝
明
(同
和
対
策
課
)

主

事

秋

本

恵

美

千

(住
民
福
祉
課
)

書

記

都

信

行

(

新

職

員

)

開 

従
来
ど
お
り
苛
い
袋
を
使
用
し
て

淑

く
V

果
物
、
脱
出
菜
く
ず
な
ど
の
水
分
の

川
町

V V V
多
い
も
の
は
、
完
全
に
水
を
切

っ

3

く
だ
さ
い

《

「
塩
化
ビ
ニ
ー
ル
を
原
料
と
し
た

容
器
類
な
ど
し
は
ピ

ン
ク
の
袋
を

使
用
し
て
く
だ
さ
い

。

燃
え
な
い
ご
み
の
出
し
方

次
の

二
種
矧
に
分
獄
し
て
く
だ
さ

、
。

自V 

・ 
ω
く
ぎ

・
針
金
・
鉄
棒

・
ス
プ
レ

i

カ
ラ
ス

・
ヒ

ン
・
カ

ン

ー
な
ど

ω以
外
の
も
の

こ
の
不
燃
物
処
理
施
設
は
、
今
年

の
三
月
か
ら
総
工
費
二
千
三
百
万
を

か
け
、
こ
の
ほ
ど
完
成
し
た
も
の
で

す
。

そ
れ
に
伴
い
、
ご
み
の
収
集
日
と

出
し
方
を

一
部
変
更
し
ま
す
。
ご
み

を
出
し
て
い
る
か
た
は
、
次
の
事
項

を
厳
守
し
て
く
だ
さ

い
。

丘
月
二
十

丘

日

に

開

会

さ

れ

た

臨

局

長 

)を
選
任

し

時
議
会
は
、
昭
和
五
十
一一年
度

一
般 

+
昭
和
五
十
三
年
度
の

一
般
会
計
は
:

会
計
補
正
予
算
ほ
か
二
件

と

昭

初

五

段

道

路

備

事

業

資

と

し

て

一
千
五

い

十
三
年
度

一
般
会
計
補
正
予
算
ほ
か
百
八
万
円
を
追
加
し
、
総
領
十
一ニレ

九
件
の
計
十
三
件

を

原

案

ど

お

り

可

億

八

百

七

十

三
万
円
の
台
所
と
な

刊

決
、
閉
会
し
ま
し
た
。
こ
の
談
会
で
り
ま
し
た
。

決
っ
た
主
な
も
の
を
お
知
ら
せ
し
ま

・
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の

一
部
改 
γ

す
。制

定
(二
人
制
に

)

な

主

事

坂

部 

幸
子
(
時
時
職
)

産

業

課

謀

長

美

馬

利

己

(主

幹
)

主
事
尾
原
美
恵
子
(
教
育
委
員
会
)

主
事
補

前

回

晃

司
(
税
務
保
険
諜
)

主
事
納

富
浦
温
放
(
住
民
福
祉
課
)

建

設

諜

謀
長
補
佐
松
浦

一
博
(同
和
対
策
謀 
)

謀

長

補

佐

入

国

定 

(税
務
保
険
課 
)

書

記

久
木

喜
仁
(
新

職

員

) 

出

納

実

書

記

新

居

広

子

(

同
和
対
策
課 
) 

議
会
事
務
局

局

長

橋

谷

崎 

(教
育
委
員
会 
) 

教
育
委
員
会


局

長

野

口

一
美
(
建

設

課 

)


主

幹
平
岡
ト
ク
ヱ 
(総

務

課 

)


局

次

長

林

治

男 

(住
民
福
祉
課 
)
 

病
院
事
務
局

主
事
補

谷

添

美

津
子
(
総

務

課 
)

書

記

岩

佐

誠

明 
(総

務

課 

)

O O O O O O

「
重
い
燃
え
な
い
ご
み 

は
肥
料

袋
か
稽
な
ど
の
丈
夫
な
物
に
入
れ
、

車
に
積
み
や
す
く
し
て
出
し
て
く

V

L

プ
ル 

e
助
役
の
定
数
を
増
加
す
る
条
例
を
限
度
傾
十
七
万
円
←
十
九
万
円
に
川)

y

叩刊い

正 

(税
率

一
九

・
五
九 
%
ア 

ど
で
す
。

争
収
入
役
事
務
兼
学
条
例
を
制
定

(六
月

一
日
か
ら
収
入
役
を
廃
止

し
、
助
役
の

一
人
が
収
入
役
事
務

を
兼
務
す
る
)

+
助
役
に
宮
崎
武
博
氏 

(旧
総
務
課

長
)、
山
海
公
雄
氏 
(旧
談
会
事

務

一

る
」

λ外

と

し、

λ除

助役を� 2人制に

宮崎・ 山海両氏を選任� 

¥) 

MUS04
スタンプ

MUS04
スタンプ

MUS04
テキストボックス
不燃物処理場が完成7月1日から操業開始

MUS04
テキストボックス
第3回　臨時議会

MUS04
テキストボックス
職員の人事異動
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在役員長名簿;二


H

'-

;働し的な暑中見舞の� 

l f町内で顔見知りのかたや公

i i
械についているカたの 儀礼�  

j 的なはがき見舞はやめましょ� j 

/ ¥ιλ!  

(<立℃ふ i 
j 晴ら;

. ;るさと一進協議会� ;

監震IJ 

会1/11 

事長

中

西

佳

子

�

 
(
石

原

�

 )

高

木

フ

ジ

ヱ

�

 (東
生
名
)

麻

植

登
(中

角

�

 
)

坂

田

淳

二

塁

谷

�

 )

勝
浦
中
学
校
P
T
A

本

部

役

員

会

長

宮

本

軍

孝

(

星

谷

)

刷

会

長

犬

伏

映

二
(
沼

江

�

 )
 

願書会民

川H1/ 

H
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 年度 P，;
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11 1/ 11 

間記計#�  

新

居

清

治

�

 
(
坂

本

�

 )

古

井

義

浩

�

 
(中

角

�

 )

鈴

江

究

(与
川
内
)

美

馬

光

代

(

坂

本

�

 )

稲

川

稔

�

 

(
横

瀬

�

 )

岡

本

栄

二

償

瀬

�

 )

中

徹

�

 

(
沼

江

)

山

田

理

代

�

 
(
生

名

�

 )

幸

浦

芳

子

(
久

図

�

 )

山

本

利

治

�

 
(
坂

本

�

 )

山

本

美

芳

(石

原
)

大

久

保

恒

級
(
今

山
)

佐

藤

寿

治

(

坂

本

)

勝
浦
中
学
校
体
育
後
援
会

本

部

役

員

会

長

立

石

副
会

長

鈴

木
松

蝉

嶋

田

村

今

岡

山

田

�

 

進
(
今

官

抽

出

力

(

西

幸

敬

(
黒

公

二
(
棚

霞
一
幸
(今

敏

恵

(棚
�
 野山野 岩岡山

坂

本

小

学

校

本

部

役

員

会

長

新

居

雄

彦

(

久

保

ノ

内

)

副

会

長

谷

信

男

H

(
日
浦
山
)
�
 

新

民

間

和

子

�

 (平

針

�

 )

(内

谷

�

 )

組

閣

部

長

坂

東

治

男

�

 

願書会駁
1/ I! 

~、

聞記計:]l

{左平末|場立|刊新竹

光岡広�  J也締本居林

啓

之

(生

孝

雄

(坂

勤
(償

一
子
(中

菊

子

(中

英

夫

(横

武
(里…

慈

市

(横
�
 瀬岩瀬角山瀬本名

明
る
い
ふ
る
さ
と
づ
く
り
に

4議E
問
伽進

協
力
を

批
准nJ 

削

制

定

森

淑

恵

�

 

H

H

(賞

柴

�

 )
 

笠

松

喜

美

チ

�

 (松

尾

�

 )

池

町

愛

子

�

 
(平

野

�

 )

横

瀬

小

学

校

本

部

役

員

会

長

市

原

宏

之

副
会
長

構

内

英

男

架

城

宏

�

 

(
久

岡

�

 )

(
償

瀬

�

 )
 

(
中

山

�

 )

(桃
川
棚
)

事会監
務� 11 11 J1 IJ 

坪

井

好

恵

相

陳

平
(
学

中

村

普

弘

標

法

章

�

 

(久

悶

�

 )

太

良

尾

通

子
(
棚

野

�

 )

島

崎

恵

子

(

学

校

敏

鎌

謙

次

(

学

校

�

 
校
)

(与
川
内
)

局 計事

))
 

生
比
奈
小
学
校

本

部

役

員

会

長

福

徳

重

二
(
山

副

会

長

松

浦

須

美

夫

�

 (中
�
 

河

野

義

昭

�

 

H

(紛

/
¥

ベ
�
 

花
い
っ
ぱ
い
運
動
の
推
進
な
ど

』
」 J

キスω

六
つ
の
方
針
を
決
め
る

ヲ、u C

郷
土
を
愛
し
、
故
郷
の
自
然
を
大

冠
婚
葬
祭
の
簡
素
化
と
虚
礼
廃
止

e

切
に
す
る
心
を
養
お
う
と
、
ふ
る
さ

あ
い
さ
つ
運
動
と
愛
の

一
言
逮
動

と
づ
く
り
推
進
協
議
会
も
六
月
八
日

に
総
会
を
開
き
、
次
の
よ
う
な
実
践

謀
題
を
決
め
ま
し
た
。

e
の
推
進
�
 

明
る
い

ふ
る
さ
と
づ
く
り
に
町
民

の
み
な
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。j 


; はがきは，やめましょう� j 

+
文
化
財
保
護
に
努
め
る
。
�
 

+
交
通
安
全
を
学
ぶ
。
�
 

-
花
い
っ
ぱ
い
運
動
の
推
進

-
祝
祭
日
の
国
旗
掲
帰
運
動
の
推
進
�
 

谷角西

ー、

11 
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テキストボックス
昭和53年度PTA役員名簿



昭和53年� 7月1日 カミ� 'フ つ ら 第97号� (4)

ζれからかシースン

集中豪雨に ご注意 伊� 
!.. 

-R

ラ
ジ
オ
や
テ
レ
ビ
で
気
象
情
報

・

脅
シ」

ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

1111111111111111111111111 111111111111111111111111'1111111111'111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111Ilt!JIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIII"'11111111111川11111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111 1111111IIIIIIIIIIIIIIII11111111111111111111

り
人
権
意
識
を
高
め
る
。

「二五二二五;:7-i T
A

みまぜんか� j

を -

台
風
情
報

・
防
災
上
の
注
意
事
項

同
和
教
育
の
中
心
的
役
割
を

は
よ
く
聞
く
、
」
と

外
出
や
旅
行
は
見
合
わ
せ
る
こ

窓
や
雨
戸
な
ど
は
、
針
金
で
止

め
る
か
板
を
当
て
る
か
し
て
早
め

に
補
強
し
て
お
く
こ
と 

、
背
年
会
、
婦
人
会
、
老
人
会
、

す
た
め
、

三
部
会
の
活
動
を
特
に
重

視
し
、
金
町
民
へ
の
参
加
を
求
め
な

が
ら
活
動
を
展
開
す
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
の
で
、

組
織
を
充
実
し
、

日
・
年
度
活
動
方
針
を
決
め
る

-
職
業
安
定
一
附
と
連
併
し
、
企
業
の

同
和
研
修
と
訪
問
指
将
を
進
め
る
。

争
職
域
間
の
交
換
会
を
促
進
し
、
認

識
と
理
解
を
深
め
る
。

社
会
教
育
部
会

・
各
地
区
の
公
会
堂
な
と
を
利
用
し
、

各
極
学
級
や
詩
集
会
に
同
和
学
習
を

位
法
づ
け
、
社
会
教
育
の
中
で
実
践

に
努
め
る
。

-
町
民

一
人
ひ
と
り
の
諜
題
と
し
、

部
務
差
別
解
消
の
た
め
、
各
地
区
を

計
画
的
に
巡
回
し
、
正
し
い
理
解
と

認
識
の
向
上
に
努
め
る
。

学
校
教
育
部
会

・
社
会
教
育
と
学
校
教
育
の
連
携
を

図
る
た
め
、
特
に 
P
T
A
活
動
を
進

め
る
中
で
同
和
教
育
を
行
う
。 

児
童

・
生
徒
に
部
落
差
別
の
本
質

正
し
く
指
導
し
、
学
校
と
社
会
が

一
体
と
な
っ
た
同
和
教
脊
を
推
進
す

る
。

占同

同
和
教
育
推
進
協
議
会

推
進
の
中
心
的
役
割
を
果
た
す

0

-R脅合

風
当
り
の
強
い
場
所
の
ガ
ラ
ス

窓
は
、
ビ
ニ
ー
ル
テ
ー
プ
な
ど
を

は
り
補
強
し
て
お
く
、
」
と

煙
突
や
看
板
な
ど
は
、
針
金
な

ど
で
十
分
補
強
し
て
お
く
、
」
と

浸
水
の
お
そ
れ
の
あ
る
と
こ
ろ

で
は
、
家
財
道
具
を
台
の
上
や
二

同
和
問
題
の
早
期
解
決
を
め
ざ
し

町
同
和
教
育
推
進
協
議
会
総
会
が
六

・
社
会
同
和
教
育
に
関
係
す
る
機
関

と
団
体
と
の
泌
携
と
啓
も
う
を
図
る
。 

月
八
日
、
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
附
か
れ
、

昭
和
五
十
三
年
度
事
業
計
画
な
ど
を

決
め
ま
し
た
。
〈
写
真 
v

(町
行
政
機
関
、
談
会
、
教
育
委
員

会
、
保
育
所
、
幼
桃
園
、
学
校
、 

P 

今
年
も
国
民
的
課
題
と
し
て
の
同

R--R -R -R



階
へ
移
す
こ
と

が
け
の
近
く
に
住
ん
で
い
る
人

は
、
大
雨
が
つ
づ
く
と
地
盤
が
ゆ

る
み
、
が
け
崩
れ
の
危
険
が
あ
る

の
で
見
回
っ
た
り
し
て
十
分
注
意

す
る
こ
と

川
や
谷
川
の
近
く
に
住
ん
で
い

る
人
は
、
川
の
水
か
さ
に
十
分
注

意
す
る
こ
と

増
水
な
ど
の
危
険
を
知
ら
せ
る

サ
イ
レ
ン

・
箸
報
に
気
を
つ
け
、

隣
り
近
所
に
知
ら
せ
あ
う
こ
と

避
難
す
る
時
の
持
ち
物
は
最
少

限
に
、
身
じ
た
く
は
身
軽
な
服
装

和
教
育
推
進
め
中
心
的
役
割
を
果
た

民
生
児
童
委
員
、

内
版
業
委
只
会
委
員
、

部
落
解
放
問
盟
、
同
和
会
等
)

・
意
志
の
疎
通
を
図
り
、
理
解
と
認

識
を
深
め
、
税
訟
な
人
間
関
係
を
つ

く
る
。

具
体
的
活
動
方
針

職
成
教
育
部
会

-
職
場
、
職
域
に
お
け
る
学
習
の
充

実
を
図
る
た
め
、
前
官
発
活
動
を
通
じ
、

職
場
や
職
域
内
で
の
同
和
教
育
に
よ

梅
雨
期
、

特
に
梅
雨
末

期
の
日
本
列

島
は
、
集
中

豪
雨
の
恐
怖

に
さ
ら
さ
れ

ま
す
。

大
雨
が
降

り
つ
づ
い
た

り
、
台
風
が

近
づ
い
た
場

合
に
は
、
次

の
よ
う
な
ニ

と
に
十
分
注

意
し
て
く
だ

さ
い
。 

基
本
方
針

・
国
民
的
課
題
と
し
て
の
同
和
教
育

さっき会講習会

*と き� 7月8日出� j 
I 午後� 7時30分から� j 
i j
牢ところ 勝浦会館� 

i生花 講習会|�  j|

i本と き� 7月5日同� j 

7月20日附� j 
i 午後� 7時30分から� i 

!*ところ 勝浦会館� ! 

しーー一一一色』山…ー-J 

に
す
る
こ
と

安

危
険
な
場
所
に
は
近
づ
か
な
い

よ
う
に
す
る
こ
と

脅

避
難
場
所
で
は
、
水
防
団
な
ど

の
リ
ー
ダ
ー
の
指
揮
に
従
う
こ
と

以
上
め
よ
う
な
点
を
よ
く
守
り
、

風
、
水
害
に
備
え
て
く
だ
さ
い

11I1111111I"Ul IlIII I1II I1 
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MUS04
スタンプ

MUS04
スタンプ

MUS04
テキストボックス
これからがシーズン集中豪雨にご注意

MUS04
テキストボックス
あなたも参加してみませんか
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夏
休
み
期
間
中
は
、
規
則
正
し
い

学
校
生
活
か
ら 

H

解
放
々
さ
れ
て
、

児
童
、
生
徒
の
生
活
の
リ
ズ
ム
も
乱

れ
が
ち
で
す
。

少
年
非
行
の
多
く
は
、
こ
の
長
い

休
み
の
聞
に
芽
生
、
ぇ
、
育
ち
、
秋
の

新
学
期
の
こ
ろ
に
は
、
学
校
ぎ
ら
い

や
家
出
、
さ
ら
に
は
盗
み
、
傷
害
と

い
っ
た
本
格
的
な
非
行
の
道
を
歩
み

始
め
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

少
年
自
身
の
解
放
感
と
気
の
ゆ
る

み
に
加
、
え
て
、
「
休
み
の
問
ぐ
ら
い
」

と
か
「
う
ち
の
子
に
限
っ
て

・
:
」

と
い
っ
た
家
庭
の
甘
や
か
し
が
、
と

く
に
夏
休
み
に
非
行
が
ふ
え
る
原
因

と
な
っ
て
い
ま
す
。

小
松
島
署
管
内
の
少
年
非
行
は
、

今
年
に
な
っ
て
か
ら
異
常
に
増
加
し

て
お
り
、
昨
年
と
比
べ
て
み
る
と
次

の
表
で
も
わ
か
る
よ
う
に
、
そ
の
大

幅
な
増
加
ぶ
り
は
非
常
事
態
と
も
言

、
え
そ
う
で
す
。

そ
の
特
徴
は

食
グ
ル
ー
プ
に
よ
る
犯
罪
が
増
加

し
て
い
る
こ
と

食
中
学
、
高
校
生
が
オ
ー
ト
バ
イ

な
ど
に
対
し
て
呉
常
な
興
味
を
示

し
て
い
る
こ
と 

A
H

落
ち
こ
ぼ
れ
生
徒
の
非
行
が
自

立
っ
て
い
る
こ
と

公
放
任
家
庭
が
多
い
こ
と

会
両
親
共
綴
ぎ
の
家
や
下
宿
な
と

が
非
行
の

「
た
ま
り
場
」
と
な
っ

て
い
る
こ
と

な
ど
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。

昨
年
の

一
月
か
ら
五
月
ま
で
と
今

年
の
一
月
か
ら
五
月
ま
で
に
発
生
し

た
少
年
非
行
の
状
況
を
ま
と
め
て
み

ま
す
と
、

犯罪別少年補導状況 �  

vql!!刑法犯 毒(シ劇ン物ナ取一締等法� ) 5十� 

52年� 26 3 29 

53年� 6 1 29 90 

増減�  + 3 5 +26 + 61 

O
保
護
者
の
か
た
は
、
特
に
次
の
点

に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。 

夏
休
み
中
の
不
規
則
な
生
活
態

度
を

一
日
も
早
く
、
規
則
正
し
い

毒 慮。 物(シンナー乱用) 窃盗少年の学校別・職業別�  

λぞ!!
昭和52年� 

中

4 

高

3 

その他
の学生

有機 無職

4 

計

12 

昭和53年� l 32 7 2 1 3 46 

増 減� + 1 +28 +4 + 2 1 十� 34

ゐで!
昭和52年� 

中 高
その他
η学生

有職 無職�  

3 

5十� 

3 

昭和53年� 

増� i威� 

3 

+3 

18 

+ 18 

2 

+2 十� 1 

5 

+ 2 

29 

+26 

生
活
に
も
ど
る
よ
う
に
さ
せ
ま
し

子
会
二
ー
ノ
。 

子
供
の
友
達
は
保
護
者
も
よ
く

知
っ
て
お
き
、
よ
い
友
人
関
係
を

作
る
よ
う
、
ふ
だ
ん
か
ら
指
導
、

助
宮一一目
す
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

子
供
の
外
泊
は
十
分
気
を
配
り
、

行
き
先
、
仰
宅
時
間
な
と
確
か
め

て
守
ら
せ
ま
し
ょ
う
。 

毎
日
の
出
来
事
を
親
子
で
気
軽

O

O O

に
話
し
合
え
る
よ
う
な
、
明
る
い

家
庭
づ
く
り
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。 

子
供
の
問
題
で
悩
み
ご
と
や
相

O
談
こ
と
が
生
じ
た
と
き
は
、
「
ヤ
ン

ク
テ
レ
フ
ォ
ン
」
を
利
用
す
る
な

ど
、
早
め
に
そ
の
解
決
を
図
る
よ

う
に
し
ま
し
ょ
う
。

非
行
は
親
の

一

無
関
心
か
ら

夏
休
み
は
誘
惑
の

多
い
時
で
す

寸
ヤ
ン
グ
テ
レ
フ
ォ
ン
開
設
|
|
|
」

ヤ
ン
ク
オ
I
オ
I

|
0
8
8
6
1
2
5
1
8
9
0
0
1
L

一「 

第
一
日
曜
日
は

町
内
い
っ
せ
い
清
掃
日

七
月
二
日
(
日
曜
日
)
は
町
内
い

っ
せ
い
清
掃
日
で
す
。

清
掃
日
に
は

一
戸
に

一
人
は
必

ず
出
て
、
保
健
部
長
さ
ん
の
指
示

に
従
っ
て
、
付
近
の
草
刈
り
や
河

川
の
清
掃
、
ド
ブ
ぎ
ら
え
な
ど
日

ご
ろ
手
の
届
か
な
い
所
を
重
点
的

に
消
掃
し
ま
し
ょ
う
。
カ
や
ハ
エ

の
発
生
を
防
ぎ
清
潔
で
美
し
い
町

に
す
る
た
め
に
、
み
な
さ
ん
の
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。齢沖ず

な
お
、
当
日
雨
天
の
場
合
は
次

週
(九
日 
)
の
日
曜
日
に
延
期
し
ま

す
。

MUS04
スタンプ

MUS04
スタンプ

MUS04
テキストボックス
夏休みを楽しく安全に非行の芽は早くつみとろう
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毎
年
今
ご
ろ
に
な
れ
ば

「
今
年
の
全
国
的
な
作
況
は
ど
ん
な
だ
ろ
う
か
。

高
く
売
れ
る
か
な
」
と
い
う
こ
と
が
気
に
な
り
ま
す
。
全
国
情
勢
に

つ
い

て
は
正
式
発
表
が
な
い
の
で
く
わ
し
い
こ
と
は
わ
か
り
ま
せ
ん
が
、
全
般

に
昨
年
よ
り
は
着
花
も
少
な
か

っ
た
よ
う
で
す
。
本
町
で
も
同
様
に
着
花

は
少
く
、

一
昨
年
並
の
図
も
か
な
り
見
受
け
ら
れ
、
今
後
の
天
候
し
だ
い

で
は
お
と
と
し
以
下
の
減
収
と
な
る
こ
と
も
心
配
さ
れ
ま
す
。

今
月
も
多
く
の
作
業
が
あ
り
ま
す
が
特
に
こ
く
て
ん
病
、
ダ
ニ
績
の
防

除
、
摘
果
に
つ
い
て
は
十
分
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

み

か

ん

土
壌
管
理

雑
草
か
ら
の
水
分
蒸
散
は
窓
外
に

多
い
と
思
わ
れ
ま
す
。
乾
燥
期
に
人

れ
は
刈
草
や
除
草
を
行
い
、
雑
草
を

生
や
さ
な
い
よ
う
に
努
め
て
く
だ
さ

い
。
除
草
剤
を
使
用
す
る
時
は
ゲ
ザ

パ
ッ

ク
ス
の
よ
う
な
も
の
が
適
当
で

す
。

一
・
五 
μ
を
二
百
円加の
水
に
希

釈
し
、
散
布
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、

長
期
間
乾
燥
が
続
く
と
き
は
極
く
軽

く
地
表
面
を
全
面
に
中
耕
す
る
こ
と

も
水
分
蒸
散
を
抑
え
有
効
で
す
。

ク
ワ
シ
ロ
カ
イ
ガ
ラ
虫
は
、
中
下

V

V 病
虫
害
防
除

こ
く
て
ん
病

摘

果

i

全
般
に
成
り
が
う
す
く
て
も
木
に

よ
っ
て
は
か
な
り
成
っ
て
い
る
も
の

が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら
に

つ
い
て
は

摘
果
の
基
本
ど
お
り
作
業
を
す
す
め

て
く
だ
さ
い
。
ま
ず
、
早
生
て
は
先

i

月
に
引
き
続
き
傷
巣
や
病
虫
被
害
果
、

極
小
果
、
鈴
成
果
を
中
心
に
行
い
、

次
い
で
普
通
温
州
を
行
っ
て
く
だ
さ

系
統
更
新
樹
や
苗
木
の
管
理

改
摘
で
倍
、
え
ら
れ
た
苗
木
や
不
良

系
統
の古
川
楼
更
新
で
夏
芽
の
発
生
の

多
い
木
は
、
今
月
か
ら
九
月
下
旬
ま

で
の
問
、
エ
カ
キ
虫
や
ア
ゲ
ハ
の
幼

虫
、
ア
ブ
ラ
虫
の
防
除
は
欠
か
せ
ま

せ
ん
。
硫
酸
ニ
コ
チ
ン
八
百
倍
液
や

ア
ッ
パ

ー
水
初
剤
千
倍
液
を
五 

七

日
お
き
に
三 

四
回
散
布
し
て
く
だ

さ
い
。

に
当
ら
な
い
果
実 
)
を
残
す
よ
う
に

心
が
け
て
く
だ
さ
い

。(
成
業
十
五 
1

二
十
枚
に

一
果
の
訓
と
す
る
。)

タ
ン
ソ
病
、
落
葉
病
の
多
い
図
で

は
ト
ッ
プ
ジ
ン 

千
五
百
倍
液
を
散

M

布
し
て
く
だ
さ
い
。 

風
 

S令


先
月
下
旬
に
二
回
目
の
防
除
の
で

J

き
て
い
な
い
図
て
は
、
で
き
る
だ
け

早
自
に
タ
イ
セ
ン
類
を
用
い
防
除
を

行
っ
て
く
だ
さ
い
。
二
回
目
を
行
っ

て
い
る
闘
で
は
、
そ
の
後
の
降
雨
量

が
二
百 

を
越
、
え
れ
ば
三
回
目
と
し

て
防
除
を
行
っ
た
ほ
う
が
よ
い
で
し

梅
雨
明
け
と
同
時
に
激
増
し
ま
す
。

「も
う
少
し
発
生
器
一が
榊
え
て
か
ら

y

防
除
し
た
い

」
と
思
う
こ
ろ
が
防
除

の
適
期
で
す
。
早
自
に
ダ
ニ
カ 

ト

乳
剤
千
倍
液
を
む
ら
な
く
散
布
す
る

こ
と
で
す
。(
こ
く
て
ん
病
に
対
し
ダ

イ
セ
、
ぺ
類
を
使
用
し
た
悶
で
は
サ
ビ

ダ
ニ
も
併
殺
さ
れ
て

い
ま
す
。)
 

旬
に
ビ
ニ
フ
エ
|
ト
乳
剤
七
百
五
ト

倍
液
を
散
布
し
て
く
だ
さ
い
。

今
月
中
下
旬
に
は
来
年
の
花
芽
分

化
が
形
成
さ
れ
る
の
で
、
上
旬
中
に

チ V
y
ソ
六
信
、
リ

ン
サ
ン
コ
一
・
六
岳
、

夏
の
夜
、
風
呂
あ
が
り
の
縁
側
で

夕
涼
み
と
く
れ
ば
、
欠
か
せ
な
い
の

か
風
鈴
で
す
。

家
の
軒
先
や
縁
側
に
つ
る
さ
れ
て

涼
し
げ
な
音
を
た
て
る
風
鈴
は
、
古

く
は
仏
教
と
と
も
に
中
国
か
ら
伝
わ

っ
た
風
鐸
を
も
と
に
つ
く
ら
れ
た
と

い
わ
れ
ま
す
。

は
じ
め
は
、

主
じ
上
方
の
商
家
が

庖
先
に
飾
っ
て
音
を
聞
か
せ
、
お
客

に
瓜
を
感
じ
さ
せ
る
サ
ヒ
ス
用
に

佼
わ
れ
ま
し
た
。
そ
れ
以
来
、
広
い

武
家
屋
敷
に
は
あ
ま
り
用
い
ら
れ
ず
、

も
っ
ぱ
ら
庶
民
に
親
し
ま
れ
て
、
江

戸
時
代
は
虫
売
り
な
ど
と
と
も
に
、

風
鈴
売
り
は
夏
の
風
物
詩
の
代
表
と

な
り
ま
し
た
。
な
か
に
は
琴
め
よ
う

It
ー

な
妙
音
を
出
す
も
の
も
あ
り
、
風
祭

と
も
よ
ば
れ
ま
す
。

現
在
、
広
く
愛
用
さ
れ
て
い
る
の

は
ガ
ラ
ス
製
で
す
。
戦
前
は
七
月
の

上
旬
に
な
る
と
、
赤
い
カ
ラ
ス
製
の

風
鈴
を
た
く
さ
ん
つ
る
し
た
風
鈴
屋

さ
ん
が
、
に
ぎ
や
か
な
音
を
た
て
な

が
ら
町
を
売
り
歩
く
姿
も
見
ら
れ
ま

し
た
。
吊
り
忍
と
と
も
に
仕
立
て
ら

れ
て
、
緑
と
水
気
と
音
の
三
つ
の
涼

味
を
、
同
時
に
楽
し
め
る
も
の
も
あ

り
ま
す
。

音
が
よ
い
の
で
知
ら
れ
る
松
風
風

鈴
は
、
南
部
欽
で
つ
く
ら
れ
た
仙
台

名
物
。
ほ
か
に
金
属
製
、
陶
製
、
木

製
の
も
の
も
あ
り
ま
す
。

近
代
化
し
た
私
た
ち
の
く
ら
し
に
、

な
お
か
つ
風
鈴
は
恨
強
い
人
気
を
も

っ
て
い
ま
す
。
そ
の
や
さ
し
い
音
に
、

私
た
ち
の
心
を
打
つ
何
か
が
あ
る
か

ら
で
し
ょ
う
か
。

カ
リ
凶

・
八
酎
却
を
施
用
し
て
く
だ
さ

'
し 

V

カ、

き� 

V
ツ
ノ
ロ
ウ
虫
に
は
上
中
旬
ご
ろ
に

ス
プ
ラ
サ
イ
ド
水
和
剤
千
五
百
倍
液

を
散
布
し
て
く
だ
さ
い
。

権
雨
明
け
直
後
か
ら
上
向
果
や
横

向
果
、
奇
型
果
、
小
玉
果
を
中
心
に

摘
果
を
行
い
、
下
向
果 

(直
接
太
陽

フ

め� 

¥一

V
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一

片

険
者
に
限
り
ま
す
。
た
だ
し
、
同
氏

即
納
ま
た
は
二
年
間
の
分
納
と
し
て

国
民
年
金
シ
リ
ー
ズ 

年
金
の
老
附
年
余
、
辿
詳
老
齢
年
金

も
よ
い
こ
と
に
な

っ
て
い
ま
す
。

な
お
、
く
わ
し
い
こ
と
に

つ
い
て

は
、
住
民
福
祉
課
年
金
係
へ
お
問
い

保
険
料
の
特
例
納
付
を 

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

9

あ
な
た
の
年
金
権
は
大
丈
夫
?
。

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
奥
さ
ん
や
他
の

国
民
年
金
の
老
齢
年
金
を
受
け
る

ら
六
十
歳
ま
で
保
険
料
を
納
め
て
も
年
金
制
度
か
ら
老
齢
年
金
や
遺
族
年

た
め
に
は
、
六
十
歳
ま
で
の
加
入
期

老
齢
年
金
を
、つ
け
る
期
間
を
満
た
す
金
な
ど
を
う
け
て
い
る
人
な
ど
任
意

聞
の
う
ち
保
険
料
を
納
め
た
期
間
と

こ
と
が
で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

加
入
者
は
、
こ
の
特
例
納
付
を
利
用

保
険
料
を
免
除
さ
れ
た
期
間
を
合
わ

将
来
、

と
の
制
度
か
ら
も
年
金
を
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
た

だ

し

昭

和

五

十

二
年
分
所
得
税
の
特
別

せ
て
二
十
五
年
以
上 

(昭
和
五
年
四

、つ
け
る
こ
と
が
で
き
な
い
、
い
わ
ゆ
現
在
任
意
加
入
該
当
者
で
あ

っ
て
も
減
税
に
見
合
う
地
策
と
し
て
、
在
宅

月

一
日
以
前
に
生
れ
た
か
た
は
、
生
る
い
熟
年
金
者
に
な

っ
て
し
ま
う
わ
け
過
去
の
保
険
料
を
納
め
て
い
な
か

っ

の
お
年
よ
り
の
か
た
ゃ
か
ら
だ
の
不

年
月
日
に
応
じ
て
二
十
四
年
か
ら
十

で

す

。

た
期
聞
が
強
制
加
入
期
間
で
あ
れ
ば
自
由
な
か
た
、
母
イ
家
庭
の
か
た
が

1) (1

年
に
短
縮
さ
れ
て
い
ま
す
)
な
け
れ

そ
こ
で
、
こ
の
よ
う
な
か
た
が
た
納
付
す
る
こ
と
は
で
き
ま
す
。

だ
に
臨
時
生
活
情
祉
給
付
金
が

一
人


ば
な
ら
な
い
ニ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

が

無
年
金
者
と
な
ら
な
い
よ
う
、
今
「
納
付
金
額
と
取
扱
期
間
」

に
つ
き
六
、
0
0
0円
支
給
さ
れ
る


こ
の
た
め
国
民
年
金
に
加
入
し
て

回
限
り
(過
去
二
回 
)
の
特
例
納
付
が

納
付
す
る
付
加
は
、

一
か
月
に

つ
き

こ

と

に

な

り

ま

し

た

。

い
て
長
期
間
滞
納
し
て
い
る
か
だ
、

実
施
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

図、
 

0
0
0
円
と
な

っ
て
い
ま
す
。

こ
の
事
務
は
、
役
場
住
民
悩
祉
課

あ
る
い
は
国
民
年
金
に
加
入
し
な
け

「特
例
納
付
で
き
る
人
」

特
例
納
付
の
取
扱
期
間
は
、
本
年
を
窓
口
と
し
て
行
っ
て
い
ま
す
か
ら
、

れ
ば
な
ら
な
い
の
に
ま
だ
加
入
の
手
明
治
四
十
四
年
四
月
二
日
以
降
生
七
月
一
日
か
ら
五
十
五
年
六
月
三
十
該
当
す
る
か
た
に
は
役
場
か
ら
本
人

続
き
を
し
て
い
な
い
か
た
は
、
今
か
ま
れ
の
、
国
民
年
金
強
制
適
用
被
保
日
ま
で
の
二
年
間
で
す
。
保
険
料
は
あ
て
に
通
知
い
た
し
ま
す

c 

市
片
山
口

似
合
経
営
が
活
発
に
行
わ
れ
る
今

日
、
多
く
の
作
目
が
栽
培
さ
れ
て
い

ま
す
が
、
こ
れ
ら
の
専
門
書
が
少
く

栽
培
農
家
の
か
た
に
こ
不
便
を
か
け

て
い
ま
し
た
が
、
今
回
、
農
業
セ
ン

タ
ー
事
務
室
に
野
菜
類
、
果
樹
類
を

中
心
に
畜
産
、
花
き
類
、
水
稲
な
ど

の
専
門
図
書
を
購
入
し
ま
し
た
。

し
か
し
、
同

一
警
が

一
冊
づ
つ
し

か
な
く
、
い
つ
で
も
み
ん
な
が
見
ら

れ
る
よ
う
に
す
る
た
め
、
借
出
し
は

い
っ
さ
い
い
た
し
ま
せ
ん
か
ら
こ
了

承
く
だ
さ
い
。
関
覧
時
間
は
、

一千
日

午
前
八
時
三
十
分
か
ら
午
後
五
時
ま

で
。
土
問
日
は
午
前
中
で
、
白
川
附
・

祝

・
祭
日
は
休
み
と
な
っ
て
い
ま
す
。

な
お
、
ご
希
望
の
図
書
が
あ
れ
ば

産
業
課
ま
で
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

樹
園
地
の
近
代
化
に

ブ
ル
ド
ー
ザ
ー
の
利
用
を

み
か
ん
経
営
の
合
理
化
を
図
る
た

め
、
産
業
課
で
は
小
型
ブ
ル
ド
ー
ザ

ー
を
設
置
し
て
良
家
の
み
な
さ
ん
に

ご
利
用
願
っ
て
い
ま
す
。

改
植
、
民
道 
(図
内
道 
)の
新
設
、

既
設
道
路
の
脳
血
備
な
ど
に
せ
い
ぜ
い

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

申
し
込
み
、
そ
の
他
詳
細
に
つ
い

て
は
町
役
場
産
業
課
へ
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。(二
丘

一一

番
) 

の
受
給
権
者
と
な
っ
て
い
る
人
は
除

か
れ
ま
す
。

「納
付
で
き
る
期
間
」

過
去
の
強
制
加
入
被
保
険
者
で
あ

っ
た
期
間
に
限
ら
れ
ま
す
。
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火
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